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紅
花
と
最
上
川
が
も
た
ら
し
た

京
文
化
、
河
北
町

河
北
町
は
古
く
か
ら
紅
花
交
易
で
一
世
を
風
靡
し
た
町
で
す
。

春
に
は
、
風
雅
な
京
文
化
を
伝
え
る
時
代
雛
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、

秋
に
は
千
百
余
年
の
伝
統
薫
る
舞
楽
と
勇
壮
な
祭
典
で
彩
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
１
年
、
河
北
町
で
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

第
７
次
河
北
町
総
合
計
画
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

１ 

自
然
と
調
和
す
る
住
み
や
す
い
町

２ 

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

３ 

交
流
が
生
み
出
す
活
力
の
あ
る
町

４ 

歴
史
に
学
び
次
代
を
育
む
町

５ 

み
ん
な
で
つ
く
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

を
目
標
に
掲
げ
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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最
上
川
舟
運
は
、
特
産
の
紅
花
を
京
に
運
び
、

返
り
荷
で
生
活
用
品
は
も
ち
ろ
ん
、

数
多
の
京
文
化
を
こ
の
地
に
伝
え
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
雛
人
形
た
ち
も
そ
の
一
つ
。

毎
年
４
月
2
・
３
日
、
旧
暦
の
ひ
ま
な
つ
り
に
は

代
々
親
か
ら
子
へ
と
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
雛
た
ち
が
、

豊
か
な
往
時
を
偲
ば
せ
、

春
の
微
笑
み
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　江
戸
時
代
、
山
形
県
は
紅
花
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。
元
禄
時
代
に
は
そ

の
名
声
は
全
国
的
に
広
ま
り
、
最
上
川
流

域
の
肥
沃
な
土
地
か
ら
産
出
さ
れ
た
紅
花

は
「
最
上
紅
花
」
と
呼
ば
れ
、
品
質
・
収
穫

量
と
と
も
に
珍
重
さ
れ
、
京
や
江
戸
に
運

ば
れ
ま
し
た
。

　正
徳
2
（
1
7
1
2
）
年
に
著
さ
れ
た

『
和
漢
三
才
図
絵
』
に
は
、「
羽
州
最
上
及

び
山
形
之
産
を
良
と
為
し
、
伊
勢
・
筑
後

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

気
品
あ
る
春
の
ほ
ほ
え
み

守
り
継
ぐ
時
代
雛
の
競
演

気
品
あ
る
春
の
ほ
ほ
え
み

守
り
継
ぐ
時
代
雛
の
競
演

之
に
次
ぎ…

」
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、「
最

上
紅
花
」
は
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。

　集
散
地
で
あ
っ
た
谷
地
に
集
荷
さ
れ
た
紅

花
は
、
大
石
田
ま
で
駄
送
さ
れ
、
最
上
川
で

港
町
酒
田
ま
で
下
り
、
さ
ら
に
敦
賀
を
経
由

し
て
京
都
へ
、
そ
し
て
江
戸
へ
と
西
回
り
航

路
で
運
び
ま
し
た
。
出
羽
の
国
か
ら
は
、
紅

花
を
は
じ
め
、
米
、
大
豆
、
青
苧
、
漆
、
ま
わ

た
等
が
京
や
江
戸
に
運
ば
れ
、
そ
の
返
り
荷

と
し
て
、
呉
服
や
瀬
戸
物
、
塩
、
砂
糖
、
さ
ら

に
は
絵
画
や
書
、
京
人
形
等
の
美
術
工
芸
品

が
こ
の
地
に
辿
り
着
き
、
豪
商
た
ち
の
手
で

次
代
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　こ
の
河
北
町
に
毎
年
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
雛
人
形
も
最
上
川
を
通
っ
て
こ
の
地
に
辿

り
着
い
た
京
文
化
の
一
つ
で
す
。
面
長
、
き

れ
長
の
眼
、
神
秘
的
な
表
情
を
し
て
い
る
享

保
雛
は
、
紅
花
染
め
の
衣
装
で
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
貝
殻
を
砕
い
た
胡
粉
で
塗
ら
れ
た
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
表
情
の
御
所
人
形
、
豪
華
絢
爛

な
古
今
雛
、
そ
し
て
つ
い
つ
い
誰
も
が
ほ
ほ

え
ん
で
し
ま
う
愛
ら
し
い
丸
顔
で
引
目
鈎

鼻
、
お
ち
ょ
ぼ
口
の
次
郎
左
衛
門
雛…

。

　こ
こ
河
北
町
の
ひ
な
ま
つ
り
は
、
普
段
は

一
般
公
開
を
し
て
い
な
い
旧
家
の
蔵
座
敷
や

大
広
間
の
中
で
全
国
有
数
の
時
代
雛
の
逸
品

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
催
は
月
遅
れ

の
毎
年
4
月
2
・
3
日
の
ひ
な
ま
つ
り
。
谷

地
で
は
、
約
四
百
年
前
か
ら
、
谷
地
城
主
白

鳥
十
郎
が
市
を
開
い
て
お
り
、
そ
の
名
残
り

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
な
ま
つ
り
当
日
、
日

本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
た
ひ
な
市
通
り
に

は
、
雛
人
形
、
だ
る
ま
、
玩
具
、
郷
土
の
産

物
な
ど
の
店
が
所
狭
し
と
立
ち
並
び
ま
す
。

　黒
光
り
す
る
柱
や
梁
、
職
人
の
技
を
堪
能

で
き
る
欄
間
が
あ
る
蔵
座
敷
に
上
が
り
、
す

ぐ
目
の
前
で
鑑
賞
で
き
る
時
代
雛
の
競
演
。

　春
告
げ
魚
と
呼
ば
れ
る
鰊
や
田
螺
、
野

老
、
あ
さ
つ
き
、
慈
姑
、
鶏
卵
、
岩
海
苔
の

巻
き
寿
司
等
、
み
ち
の
く
な
ら
で
は
の
春

の
膳
が
添
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
河
北

町
の
雛
ま
つ
り
は
多
く
の
人
々
に
愛
さ

れ
、
毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
。

　「
お
雛
見
き
た
っ
す
」
、
か
つ
て
は
炒
っ

た
豆
に
黒
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
雛
あ
ら
れ
を

も
ら
い
に
家
々
を
ま
わ
っ
た
子
供
た

ち…

。
そ
ん
な
光
景
は
あ
ま
り
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
代
々
親
か
ら
子
へ
と

守
り
継
い
で
き
た
雛
た
ち
は
、
今
年
も
春

の
陽
差
し
の
よ
う
な
や
わ
ら
か
な
微
笑
み

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　ま
た
健
康
と
幸
福
を
祈
願
す
る
「
ひ
な

供
養
」
は
、
秋
葉
神
社
境
内
の
雛
塚
で
行

わ
れ
ま
す
。

全
国
随
一
の
質
と
量
を
誇
っ
た

「
最
上
紅
花
」
の
里

旧
家
に
伝
え
ら
れ
る
雛
人
形

華
麗
な
る
京
文
化
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『
万
葉
集
』『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』『
奥
の
細
道
』…

。

数
多
の
文
人
墨
客
を
魅
了
し
た
紅
の
色
。
紅
花
の
集
散
地
で
あ
っ
た
河
北
町
は
、

江
戸
時
代
、
空
前
絶
後
の
繁
栄
を
見
せ
ま
す
。
そ
の
栄
華
を
現
代
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が
、

全
国
唯
一
の
紅
花
資
料
館
で
す
。
紅
花
の
歴
史
、
流
通
、
資
料
、
美
し
い
紅
染
め
の
逸
品
の
数
々…

。

み
ち
の
く
に
花
開
い
た
紅
花
文
化
の
軌
跡
が
い
ま
扉
を
開
け
ま
す
。

　紅
花
の
集
散
地
で
あ
っ
た
谷
地
は
、
江
戸
時

代
に
は
山
形
に
次
い
で
商
人
の
町
と
し
て
賑
わ

い
ま
し
た
。
当
時
著
さ
れ
た
『
東
講
商
人
鑑
』

を
み
て
み
ま
す
と
、
谷
地
で
は
23
件
も
の
店
舗

の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。　そ

の
な
か
で
も

富
豪
と
い
わ
れ
た

堀
米
四
郎
兵
衛
の

屋
敷
跡
が
、
紅
花

資
料
館
で
す
。
長

屋
門
、
武
者
蔵
、
蔵
座
敷
、
御
朱
印
蔵
が
現
存
し

て
お
り
、
昭
和
五
十
九
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　か
つ
て
掘
米
家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
名
主

や
戸
長
を
勤
め
た
家
柄
で
、
青
苧
や
紅
花
の

集
荷
に
よ
り
、
財
を
な
し
て
き
ま
し
た
。

　ま
ず
、
門
か
ら
入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
格
子

片
番
所
付
長
屋
門
は
京
か
ら
取
り
寄
せ
た
紅

殻
を
加
え
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
は

農
兵
隊
の
武
器
庫
で
あ
っ
た
武
者
蔵
、
江
戸

中
期
の
堀
建
式
の
蔵
で

客
室
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
座
敷
蔵
な
ど
が
並

ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
御
朱
印
蔵
は
、

朱
印
状
の
収
容
庫
で
あ

り
、
近
郷
吉
川
村
の
新

山
神
社
か
ら
の
御
朱
印

状
を
納
め
る
た
め
に
、

6
代
目
堀
米
四
郎
兵

衛
則
勝
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。
明
治
に
入

り
、
全
国
的
に
御
朱
印

蔵
は
ほ
と
ん
ど
取
り
壊

さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ

の
蔵
は
難
を
逃
れ
ま
し

た
。
唐
破
風
向
拝
付
入

母
屋
造
の
土
蔵
は
、
当
時
の
職
人
の
技
が
結

集
し
た
も
の
。
職
人
た
ち
の
心
意
気
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　ま
た
館
内
に
は
、
紅
花
商
人
・
堀
米
家
な
ら

で
は
の
武
器
や
生
活
用
品
及
び
古
文
書
等
、

5
千
点
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
石
城
主

か
ら
の
拝
領
品
で
あ
る
青
銅
水
盤
や
明
朝
螺

鈿
高
台
等
、
贅
を
こ
ら
し
た
逸
品
も
多
く
、
堀

米
家
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　山
寺
の
立
石
寺
開

創
と
同
時
に
伝
え

ら
れ
た
林
家
舞
楽

（
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化

財
）
の
ジ
オ
ラ

マ
も
必
見
で

す
。
勇
壮
な
舞

は
一
子
相
伝
の

技
。
ま
た
そ
の
鮮

や
か
な
紅
の
衣

裳
は
、
も
ち
ろ
ん

紅
花
染
め
で
す
。

一
世
を
風
靡
し
た

紅
花
の
歴
史
や
紅

花
商
人
の
威
光
等
、

古
来
か
ら
人
々
が
憧

れ
た
紅
の
色
は
、
平
成

の
時
代
に
な
っ
て
も
そ
の
歴
史
の
重
み
を
伝
え

て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

　紅
の
館
に
ふ
さ
わ
し
い
「
紅
綸
子
地
霞

に
し
だ
れ
竹
文
絞
繍
振
袖
」「
紅
綸
子
地

扇
面
に
花
模
様
絞
り
繍
振
袖
」
等
、
鮮
や

か
に
染
め
上
げ
ら
れ
た
紅
の
色
は
、
長
い

時
を
超
え
て
も
現
代
人
を
ひ
き
つ
け
て
や

み
ま
せ
ん
。
紅
花
と
と
も
に
生
き
た
紅
花

商
人
の
繁
栄
と
紅
花
の
歴
史
を
今
に
語
り

継
い
で
い
ま
す
。

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

華
麗
な
る
紅
花
商
人

栄
華
薫
る
紅
花
資
料
館

華
麗
な
る
紅
花
商
人

栄
華
薫
る
紅
花
資
料
館

昭
和
五
十
九
年
に
開
館

豪
商
の
夢
の
跡

時
代
を
超
え
息
づ
く

紅
の
色
も
あ
ざ
や
か
に

あ
お 

そ
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「
門
外
不
出
」
の
戒
め
の
も
と
に

千
百
余
年
と
い
う
長
い
歳
月
の
な
か
継
承
さ
れ
て
き
た
林
家
舞
楽
。

紅
染
め
の
衣
を
身
に
つ
け
た
舞
人
が
荘
厳
な
祈
り
を
形
に
す
る
と
き
、

人
々
の
祈
り
が
、
ゆ
っ
く
り
と
新
し
い
時
代
を
刻
み
は
じ
め
ま
す
。

い
に
し
え
か
ら
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
。

　谷
地
舞
楽
は
、東
北
最
大
の
古
刹
で
あ
る

山
寺
立
石
寺
開
山
の
折
、着
任
し
た
儀
式
を

司
る
天
王
寺
楽
人
林
越
前
政
照
が
、根
本
中

堂
に
お
い
て
舞
楽
を
奏
し
た
こ
と
に
遡
り
ま

す
。後
に
、慈
恩
寺
、さ
ら
に
谷
地
へ
と
居
を
移

し
た
林
家
は
、明
治
以
後
、谷
地
八
幡
宮
の
司

祭
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
う
し
て
、

代
々
門
外
不
出
、一
子
相
伝
と
し
て
、谷
地
舞

楽
、い
わ
ゆ
る
林
家
舞
楽
を
千
百
余
年
も
の

間
、守
り
継
い
で
き
ま
し
た
。

　林
家
に
残
る『
舞
楽
図
譜
』を
ひ
も
と
く

と
、そ
の
種
目
は
二
十
九
番
に
及
び
ま
す
。し

か
し
、現
在
で
は
燕
歩
、安
摩
、二
の
舞
、抜

頭
、陵
王
、納
曾
利
、三
台
、太
平
楽
、還
城

楽
、散
手
、軽
樓
の
十
一
番
し
か
伝
承
し
て
い

ま
せ
ん
。楽
器
は
か
つ
て
三
管
三
鼓
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
し
た
が
、現
代
で
は
竜
笛
、太
鼓
、鞨

鼓
、鉦
鼓
の
一
管
三
鼓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　谷
地
八
幡
宮
例
大
祭
の
最
大
の
見
物
は
、

神
前
の
石
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
林
家
舞
楽
で

す
。
べ
に
花
の
里
に
ふ
さ
わ
し
い
艶
や
か
で
荘

厳
な
衣
裳
を
身
に
つ
け
行
わ
れ
る
林
家
舞
楽

は
ま
さ
に
神
へ
の
祈
り
。
宮
中
舞
楽
、四
天
王

寺
舞
楽
、南
都
楽
所
舞
楽
と
並
ぶ
日
本
四
大

舞
楽
の一つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
早
く
地
方
に
下
っ
た
た
め
に
、林
家
舞

楽
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
面
影
を
現
代
に
伝
え

る
貴
重
な
も
の
と
し
て
、国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

千
百
余
年
の
正
統

一
子
相
伝
、
勇
壮
の
舞

千
百
余
年
の
正
統

一
子
相
伝
、
勇
壮
の
舞

燕歩（えんぶ） 三台（さんだい） 散手（さんじゅ）

太平楽（たいへいらく） 安摩（あま） 二の舞（にのまい）

抜頭（ばとう） 陵王（りょうおう） 納曽利（なそり）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

日
本
四
大
舞
楽
と
し
て
成
長
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約
四
百
年
も
の
間
、

河
北
町
の
人
々
の
心
か
ら
心
へ

そ
の
精
神
を
受
け
継
い
で
き
た

谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
。

勇
壮
で
谷
地
男
の
心
意
気
を
見
せ
る
凱
旋
奴
、

賑
や
か
に
華
や
か
に
お
囃
子
を
奏
で
る
囃
子
屋
台
。

紅
花
の
里
の
祭
典
は
、

千
百
余
年
の
伝
統
薫
る
舞
楽
と
と
も
に

秋
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

悠
久
の
時
が
花
開
く

歴
史
絵
巻
の
鼓
動
（
谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
）

悠
久
の
時
が
花
開
く

歴
史
絵
巻
の
鼓
動
（
谷
地
ど
ん
が
ま
つ
り
）

器
、「
ド
ン
」
は
楽
太
鼓
、「
ガ
」
は
鞨
鼓
の

音
で
、
江
戸
初
期
か
ら
「
ど
ん
が
ま
つ
り
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　祭
典
は
9
月
の
敬
老
の
日
を
含
む
土
・
日
・

月
の
3
日
間
、
町
を
あ
げ
て
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
初
日
に
は
無
事
祈
願
の
祓
式
で

幕
を
開
け
ま
す
。
初
日
の
夜
神
秘
的
に
輝

く
か
が
り
火
の
な
か
、
氏
子
に
よ
る
神
輿

渡
御（
ご
ら
ん
じ
ょ
う
ま
い
り
）が
行
な
わ

れ
、
大
当
番
の
御
旅
所
へ
出
立
し
ま
す
。

中
日
は
、
神
事
の
後
、
本
宮
へ
還
る
2
キ

ロ
に
も
及
ぶ
神
輿
還
御
の
行
列
が
繰
り
出

し
、
祭
典
の
最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。
先
頭

を
き
る
の
は
、
露
払
い
を
務
め
る
谷
地

奴
。
掛
け
歌
入
り
で
練
り
歩
く
様
子
か
ら

は
、
勇
壮
で
質
実
剛
健
な
威
厳
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
谷
地
奴
は
明

治
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
頭
は
挟
み
箱
、
立
て
傘
、
台
傘
、
大
鳥
毛
、

黒
熊
毛
、
白
熊
毛
、
さ
ら
に
先
払
い
、
わ
ら
じ

持
ち
な
ど
、
30
人
前
後
で
構
成
し
ま
す
。
ま

た
前
結
び
の
鉢

巻
、
紺
の
半
て

ん
、
赤
股
引
き
、

白
前
掛
け
、
脇

差
し
等
、
独
特
の

衣
装
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

 

最
終
日
は
京
都

の
祇
園
囃
子
の

名
残
り
を
感
じ
さ
せ
る
囃
子
屋
台
の
競
演
が

始
ま
り
ま
す
。
町
内
ご
と
に
独
自
の
囃
子
を

奏
で
る
笛
太
鼓
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
時
代
が

変
わ
っ
て
も
、
こ
こ
河
北
町
に
は
、
紅
花
商

人
の
粋
と
紅
花
が
紡
い
だ
浪
漫
が
い
ま
も

し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
河
北
町
の
初
秋
。

河
北
町
の
人
々
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
谷
地

ど
ん
が
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
約
4
百

年
も
の
歴
史
を
誇
る
こ
の
祭
典
は
、
谷
地
八

幡
宮
の
大
祭
で
す
。
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
、

10
万
人
も
の
見
物
客
を
集
客
し
、
大
い
に
賑

わ
っ
た
と
い
う
記
載
が
残
る
ほ
ど
善
男
善
女

が
集
い
ま
し
た
。

　「ど
ん
が
」
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
大
祭

神
事
と
し
て
奉
奏
さ
れ
る
「
林
家
舞
楽
」
に
起

因
し
ま
す
。「
オ
ヒ
ヤ
ロ
ド
ン
ガ
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
舞
楽
で
す
が
、「
オ
ヒ
ヤ
ロ
」
は
管
楽

紅
花
が
紡
ぐ
浪
漫

河
北
町
最
大
の
祭
典
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新
し
い
町
づ
く
り
計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

さくらんぼ桜づつみ

河北町は、山形県のほぼ中心部に位置し、四方が山に囲まれ、冬の降雪も少なく
山形県の母なる川「最上川」と、日本を代表する清流「寒河江川」の交差する肥沃な大地です。

四季を通して歳事やイベントも各地で開催しています。

1月
初市（どんがホール）
キャンドルページェント
　　　　　　　　（谷地八幡宮周辺）

4月
谷地ひなまつり（ひな市通り）
岩木観音まつり
溝延桜まつり

5月
谷地春まつり（皇太神社例祭）
押切田植踊り（押切稲荷神社例祭）
両所田植踊り（両所神社例祭）
たけのこ祭り（紅花資料館）
西国三十三観音まつり
　　　　　　　　　　（弥勤寺公園）

6月
世界スリッパ卓球大会
　　　　　　　　　　（町民体育館）

7月
べに花まつり（紅花資料館ほか）
べに花マラソン
きゅうり天王祭（谷地八幡宮）

8月
一夜千日観音まつり（大町観音堂）
溝延八幡神社例大祭
沢畑風まつり（沢畑月山神社例祭）

9月
べに花の里俳句大会
谷地どんがまつり（八幡宮例大祭）
全国奴まつり（どんがホール）
岩木豊年太鼓（岩木熊野神社）

10月
かほくほくほく祭り（どんがホール）

12月
晦日市 （谷地八幡宮）

寒河江川

稲作べに花 秘伝豆 冬の紅花資料館

最上川とカヌー

谷地ひなまつり

岩木豊年太鼓

溝延桜まつり

押切田植踊り

両所田植踊り

世界スリッパ卓球大会

べに花まつり

溝延八幡神社例大祭

沢畑風まつり太鼓

べに花の里俳句大会

全国奴まつり

かほくほくほく祭り
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自然と調和する
住みやすい町
自然と調和する
1

安心して
子育てができる町

安心して
2

歴史に学び
次代を育む町
歴史に学び
4

みんなでつくる
魅力あふれる町
みんなでつくる
5

交流が生み出す
活力のある町
交流が生み出す
3

新しい町づくりがスタート
めまぐるしく変化する時代に対応し、町民一人ひとりが安全・安心で暮らしやすく、

活力あふれるまちを求め、河北町創造・発展計画の成果を尊重し、その理念を継承しつつ、
町民と地域と行政が共に目指す町の将来像を定め、それを実現するために

2011年に第7次河北町総合計画がスタートしました。

理想とする町の将来像を「雛とべに花の里 人輝き ひらく未来」とし、
将来目標人口20,000人とする町づくりの5つの目標を掲げました。

5つの目標
まちづくりの
将来目標人口20,000人

自然と調和する
住みやすい町

豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る

質
の
高
い
生
活
環
境
と

し
て
い
く
た
め
、

自
然
環
境
や
景
観
に

配
慮
し
な
が
ら
町
民
が

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　土
地
利
用
計
画

　河
北
町
で
は
、
土
地
利
用
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
軸
に
土
地
利
用
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
町
の
総
面
積
52
･
38 

㎢

の
約
40
％
が
基
幹
産
業
の
農
用

地
、
次
い
で
森
林
が
26
％
、
宅
地

が
9.3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
母
な

る
最
上
川
、
朝
日
連
峰
や
葉
山
等

が
息
づ
く
河
北
町
。
豊
か
な
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
日
本
の
食
料
自
給
率
（
平

成
20
年
）
は
約
40
％
と
ま
す
ま
す

低
下
し
て
い
ま
す
。
河
北
町
で
は

そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
食
料
自
給

率
向
上
を
目
指
し
、
農
用
地
の
確

保
、
条
件
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

　住
み
や
す
い

　生
活
環
境
づ
く
り

　河
北
町
で
は
、
国
道
２
路
線
、

主
要
地
方
道
１
路
線
、一
般
県
道
５

路
線
、
町
道
３
５
３
路
線
が
町
民

の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の

が
、
高
速
交
通
体
系
の
整
備
で

す
。
国
道
２
８
７
号
か
ら
谷
地
橋

の
四
車
線
化
や
東
北
中
央
自
動
車

道
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
便
利

に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　ま
た
高
齢
化
の
流
れ
は
、
河
北

町
に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
町
づ

く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、
町
内

を
循
環
す
る
町
営
バ
ス
の
利
用
推

進
を
図
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
本
県
の
重
要
な
交
通

基
地
で
あ
る
山
形
空
港
の
各
路
線

利
用
率
向
上
を
促
す
運
航
の
充

　自
然
と
共
生
し
た

　都
市
環
境
づ
く
り

　河
北
町
で
は
、
最
上
川
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

と
連
携
し
、
桜
づ
つ
み
や
ふ
れ
あ

い
の
場
、
親
水
ス
ポ
ー
ツ
の
場
等

憩
い
の
あ
る
空
間
を
つ
く
り
ま

す
。　ま

た
一
方
、
無
堤
地
域
の
解
消

に
向
け
た
、
河
川
改
修
や
し
ゅ
ん

せ
つ
事
業
に
よ
り
、
安
全
で
災
害

に
強
い
河
川
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

町民ゴルフ場 引竜湖 寒河江川・桜づつみ  定住促進住宅

実
、
山
形
新
幹
線
と
の
連
携
な

ど
、
時
代
に
対
応
す
る
交
通
輸
送

体
系
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
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　活
力
の
あ
る
農
林
水
産
業

　豊
穣
な
る
大
地
を
も
つ
河
北
町

で
の
農
業
は
、
恵
ま
れ
た
土
地
条

件
や
、
清
流
寒
河
江
川
の
基
幹
水

利
事
業
に
よ
り
、
安
定
し
た
稲
作

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　一
方
で
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
も

深
刻
化
し
て
き
て
い
る
た
め
、
新

規
就
農
者
の
支
援
、
安
定
し
た
農

業
経
営
を
見
据
え
た
農
用
地
の
集

積
や
農
業
法
人
の
育
成
な
ど
、
時

代
に
対
応
す
る
新
た
な
視
点
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
町
土
面
積
の
約
26
％
を
占

め
る
森
林
は
、
町
に
と
っ
て
も
大

き
な
財
産
で
す
。
間
伐
や
保
育
と

い
っ
た
森
林
育
成
事
業
、
老
朽
化

し
た
林
道
改
良
を
促
進
し
ま
す
。

　創
造
性
の
あ
る

　工
業
の
振
興

　現
在
町
内
で
は
谷
地
工
業
団
地

に
20
社
、
花
ノ
木
工
業
団
地
で
は

11
社
が
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　町
の
支
援
制
度
の
見
直
し
は
も

ち
ろ
ん
、
新
し
い
事
業
分
野
を
開

拓
す
る
新
連
携
事
業
の
推
進
等
が

順
次
計
画
さ
れ
て
お
り
、
激
動
す

る
時
代
に
対
応
す
る
企
業
誘
致
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　魅
力
の
あ
る
商
業
の
形
成

　河
北
町
に
は
、
ひ
な
ま
つ
り
、

ど
ん
が
ま
つ
り
、
紅
花
資
料
館

等
、
数
多
く
の
観
光
資
源
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
紅
花
資

料
館
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。
紅
花
染
め
、
そ
ば
打
ち

　特
色
あ
る
観
光
の
活
性
化

　近
年
、
河
北
町
の
中
心
街
で

も
、
空
き
店
舗
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
活
力
あ
る
商

店
街
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

商
業
の
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
有
利
な
事
業
資
金
融
資
制
度

の
確
立
、
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
な
ど
、
河
北
町

の
個
性
を
生
か
し
た
商
業
の
振
興

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　お
互
い
に
支
え
合
う

　

　福
祉
体
制
づ
く
り

　近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も
り
や

児
童
虐
待
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

　と
く
に
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
核
家
族
や
都
市
化
、
さ
ら
に

育
児
の
孤
立
化
、
経
済
悪
化
に
伴

う
非
正
規
雇
用
の
増
大
等
厳
し
い

社
会
情
勢
の
な
か
で
、
地
域
全
体

で
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
や
子
育
て

支
援
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　河
北
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
人

口
割
合
が
29
・
２ 

％（ 

平
成
22
年
）

　安
心
な
暮
ら
し

　東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
さ

ら
な
る
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
自
主
防

災
組
織
の
充
実
と
地
域
防
災
活
動

の
強
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

交
通
安
全
教
育
の
開
催
や
交
通
安

全
運
動
の
実
施
、
防
災
意
識
の
高

揚
と
防
犯
組
織
の
整
備
、
時
代
に

対
応
す
る
消
費
者
相
談
窓
口
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　健
康
で
明
る
い
暮
ら
し

　健
康
で
い
き
い
き
し
た
暮
ら
し

は
、
誰
も
が
望
む
も
の
で
す
。
し

か
し
、
食
生
活
習
慣
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
様
々
な

健
康
へ
の
弊
害
が
生
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

河
北
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
推
進

都
市
宣
言
を
行
い
、｢

健
康
か
ほ

く
21
行
動
計
画｣

を
策
定
。

紅花資料館 ぶらっとぴあ

花ノ木工業団地

ひなの宿 ひなの湯

交流が生み出す
活力のある町

　と
く
に
県
立
河
北
病
院
と
民
間

医
療
機
関
と
の
連
携
を
と
り
、
夜

間
診
療
・
救
急
医
療
及
び
地
域
医

療
体
制
の
充
実
に
取
組
み
ま
す
。

体
験
な
ど
体
験
観
光
及
び
年
間
を

通
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
掘
り
起
こ

し
に
加
え
、
首
都
圏
や
広
域
的
な

連
携
を
考
慮
し
た
観
光
・
物
産

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
っ
て
い
き

ま
す
。

県立河北病院

安心して
子育てができる町

介護老人保健施設紅寿の里 地域密着型特別養護老人ホームひいなの里上水道配水池

心
身
と
も
に
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

こ
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

町
の
資
源
や
特
性
を
生
か
し
、

安
定
し
た
地
域
経
済
を

築
い
て
い
く
た
め
、
農
林
水
産
業
、

工
業
、
商
業
、
観
光
の
振
興
を

図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
連
携
を

強
化
し
、
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支

援
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

支
援
体
制
の
充
実
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
眺
葉
園
」
の
増
床
等
、

地
域
で
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
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町
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計
画

河
北
町
の
伝
統
・
文
化

河
北
町
の
観
光
・
名
産
品

新
し
い
町
づ
く
り
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河
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文
化

河
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光
・
名
産
品
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　町
民
、
地
域
（
事
業
者
）
、

　行
政
が
一
体
と
な
っ
た

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　現
代
社
会
で
は
、
行
政
に
求
め

る
要
望
や
課
題
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
に
的
確
に

対
応
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
活
力
あ
る
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

民
、
地
域
（
事
業
者
）
、
行
政
が
一

体
に
な
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
長
い
歳
月
と
歴
史
の
中

で
、
紅
花
や
雛
と
い
っ
た
河
北
町

固
有
の
文
化
や
郷
土
芸
能
が
人
々

に
よ
っ
て
大
切
に
育
ま
れ
て
き
ま

　雛
と
べ
に
花
の
里
づ
く
り

　河
北
町
で
は
、
昭
和
55
年
か
ら

「
べ
に
花
の
里
・
か
ほ
く
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、

個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　ど
ん
が
ホ
ー
ル
や
遊
蔵
を
は
じ

め
、
紅
花
資
料
館
の
整
備
を
中
心

と
し
た
美
し
い
街
並
み
景
観
形

成
、
町
民
に
よ
る
紅
花
栽
培
の
推

進
や
紅
染
め
の
体
験
、
さ
く
ら
ん

ぼ
等
の
体
験
観
光
施
設
の
充
実
等

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
人
と

観
光
客
と
の
絆
を
深
め
、
楽
し
く

ふ
れ
あ
え
る
町
づ
く
り
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　特
色
あ
る
観
光
の
活
性
化

　刻
々
と
変
化
を
遂
げ
る
現
代
社

会
に
お
い
て
、
行
政
自
体
の
事
務

の
合
理
化
や
見
直
し
、
運
営
の
適

正
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　経
営
的
視
点
を
も
っ
て
、
事
業

目
標
の
実
行
に
あ
た
り
、
地
域
主

権
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　一
方
で
、
情
報
化
の
波
は
地
方

で
も
社
会
構
造
に
大
き
な
変
革
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
行
政
に
お

い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

や
土
地
・
家
屋
登
記
台
帳
の
電
子

化
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
、
さ
ら
な
る
時
代
に
向
け
た
質

の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　「
生
き
る
力
」
を
育
む

　学
校
教
育

　現
代
は
、
少
子
高
齢
化
、
情
報

社
会
の
進
展
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。
河
北
町

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、
幼
稚

園
へ
の
就
園
の
奨
励
、
さ
ら
に
幼

稚
園
、
保
育
所
、
小
学
校
と
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
児
童
数
減
少
に
伴
う
学

区
再
編
、
学
校
図
書
館
施
設
の
整

備
、
教
職
員
研
修
、
研
究
体
制
の

強
化
、
食
育
に
よ
る
よ
り
良
い
食

習
慣
の
形
成
等
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　活
力
あ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　長
い
人
生
を
み
つ
め
る
上
で
、

ス
ポ
ー
ツ
は
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
河
北
町
で
は
、
平
成
21

年
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
発
足
。
地
域
住
民
の
自
発
的

な
運
営
に
よ
り
誰
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
組
織
を
目
指

し
ま
す
。

　町
民
全
員
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
、
一
町
民
一
ス
ポ
ー
ツ

運
動
の
啓
発
等
、
河
北
町
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
企
画
で
心
身
と
も

す
こ
や
か
に
笑
顔
輝
く
町
づ
く
り

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　生
き
が
い
に
満
ち
た

　生
涯
学
習

　学
習
の
対
象
は
、
青
少
年
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
涯
を
通

じ
た
学
習
環
境
の
整
備
が
必
要
で

す
。
町
で
は
、
生
涯
学
習
推
進
体

制
の
確
立
、
拠
点
と
な
る
自
治
公

民
館
の
整
備
充
実
を
進
め
て
い
ま

す
。　中

央
図
書
館
の
充
実
、
サ
ハ
ト
べ

に
花
を
中
心
と
す
る
文
化
活
動
の

河北町役場 議会 総合福祉センター どんがホール

啓
発
な
ど
、
大
き
な
意
味
で
の
生

涯
教
育
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　特
に
、
図
書
館
は
地
域
文
化
や

生
活
を
豊
か
に
す
る
役
割
を
担

い
ま
す
。
蔵
書
の
充
実
や
資
料
保

存
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が

ら
読
書
推
進
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

し
た
。
友
好
都
市
で
あ
る
徳
島
県

藍
住
町
、
宮
城
県
石
巻
市
、
国
際

姉
妹
都
市
コ
ロ
ラ
ド
州
キ
ャ
ニ
オ

ン
シ
テ
ィ
市
等
、
国
内
外
に
お
け

る
交
流
の
促
進
を
は
か
り
ま
す
。

サハトべに花・中央図書館 県立谷地高校 町立河北中学校歴史資料館・遊蔵

歴史に学び
次代を育む町

歴
史
と
文
化
を
継
承
し
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
を

養
い
、
次
代
を
育
む

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

雛
と
べ
に
花
の
里
づ
く
り
の
た
め
、

町
民
、
地
域
（
事
業
者
）
、
行
政
が

一
体
と
な
り
、
健
全
な
行
政
、

財
政
を
確
立
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

みんなでつくる
魅力あふれる町
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河
北
町
の
伝
統
・
文
化

【紅花染め】
　紅花の紅色は、平安時代よ
り高貴な色とされ、摘み取った
花びらを、洗い、寝かせ“紅餅”に
して、染めあげます。
　着物地（反物）からハンカチなどの小物ま
で、色鮮やかな紅色に染められています。

【スリッパ】
　全国有数の生産額を占め、家庭用
の実用品からブランド品まで、品質、
デザインともに高い評価を得ており、
さまざまなデザインのスリッパを製
造販売しております。
　河北町は卓球の町としても有名で、
毎年このスリッパを使った「世界ス
リッパ卓球大会」が行われます。

【わら細工】
　縄に編む、巻き込む、茎と穂先の質感の違い
を使い分けるなど、稲作の副産物として、作られ
ているわら細工。町の人々のたくましい手によっ
て、伝承されてきた匠の技は、動物の筋肉をわ
らで表現した、十二支の人形という新たな魅力
を生みだし、人気を呼んでいる。 

【お米】
　河北町のお米は、恵まれた気候と月山の
雪解け水が注ぎこむ寒河江川の清らかな
水で育てられています。
　山形を代表する、つや姫、はえぬき、こし
ひかりなど、高い評価を得ています。

【谷地の冷たい肉そば】
　河北町でそばと言えば冷たい肉そば。
冬でもつったい肉そば（冷たい肉そ
ば）が天下一品。県内はもちろん、
県外からもそば好きがやって来
ます。山形のご当地グルメを是
非ご賞味あれ！

【長芋】
　最上川の河川敷で栽培される長
芋は、河北町の伝統作物です。

【ソースかつ丼】
　河北町でカツ丼といえばソース
かつ丼、揚げたてのカツをあつあ
つのご飯にのせ、わずかにカレーの
香りのする秘伝のタレをかけたもの
が谷地のカツ丼です。このタレが食欲を
そそり、驚きの美味しさです。

【地酒】
　河北町には、2軒の酒蔵が
あり、古くから地元の杜氏と
蔵人で地域の人々に愛され
る酒を造っております。
　酒造用水は万年雪を頂く
月山の伏流水。そして古来
より米作りに極めて熱心な
土地柄であり、妥協を許さ
ない確かな蔵人の技が美味
しい酒を造りあげていま
す。

【秘伝豆】
　秘伝豆は晩生の枝豆で、ボリュー
ムは日本一と言われており、食べ応
えのある品種です。山形で青豆と
言えば「秘伝」と言われるぐら
い独特の香りとこくの、美味
しい豆として知られていま
す。この秘伝豆を使った豆
腐はまさに絶品です。

【さくらんぼ】
　河北町は、山形県
を代表するさくら
んぼの産地です。
　夏冬・昼夜の寒
暖の差が大きい
恵まれた気候が、
糖度が高く品質の
良いさくらんぼを生
み出しています。

　6月中旬になるとほと
んどの農家の人たち、そし

て観光さくらんぼ園や、体験
農業の人たちで賑わいます。
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●道の駅河北ぶらっとぴあ ●河北町民ゴルフ場

●八景園

●紅花資料館

●引竜交流広場

●岩木観音

●総合交流センターサハトべに花

●ふるさとの森

●サン・スポーツランド河北

●児童動物園

●谷地八幡宮

●町民体育館 ●県立河北病院

●ひなの湯

●ひなの宿

●町民プール

●河北中央公園

●どんがホール

●遊蔵（ゆっくら）

山と川に囲まれた、風光明媚な河北町は観光スポットも充実しています。
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●三社宮5
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